
K A G O S H I M A  B A N K

2011 ミニディスクロージャー誌
第104期 営業の中間ご報告

平成２3年４月１日～平成２3年9月30日

　 ネット上のかぎん、かぎんホームページ
http://www.kagin.co.jp/

　 キャッシュカードなどを紛失したとき
●銀行営業日 ９：００～１７：００は『かぎん本支店』へ
●上記以外の時間帯

　 商品・サービスのご照会とご相談・資料のご請求

0800-111-4189

0120-892-720tel.099-213-1804

ゼロハッピャク

※24時間365日受付

（携帯・PHSもOK）

イチが3つの よいバンク！

平日 ９：００～１８：００

または

　 各種個人ローンのご相談
●かぎん住宅センターWELL（土・日・祝日も営業しています）
　tel.099-239-9790　平日 ９：００～１８：００　土・日・祝日 １０：００～１７：００
●かぎん住宅センター鹿児島南（土・日曜日も営業しています）
　tel.099-813-0201　平日 ９：００～１６：0０　土・日曜日 １０：００～１７：００
●かぎん住宅センター宮崎（土・日曜日も営業しています）
　tel.0985-28-2171　平日 ９：００～１9：0０　土・日曜日 １０：００～１７：００
●かぎん住宅センター都城（土・日曜日も営業しています）
　tel.0986-23-3373　平日 ９：００～１5：0０　土・日曜日 １０：００～１７：００
●かぎん住宅センター国分（土・日曜日も営業しています）
　tel.0995-45-4501　平日 ９：００～１5：0０　土・日曜日 １０：００～１７：００

　 資産運用のご相談
●個人プラザかぎんWELL（土・日・祝日も営業しています）
　

　平日 10：００～１8：００　土・日・祝日 10：００～１７：００

フリーダイヤル

0120-773-460
フリーダイヤル

フリーダイヤル

　 銀行へのご意見・ご要望
お客様サービス室　tel.099-239-9766　平日 ９：００～１７：００

事業性資金のご相談・お申込など
法人ビジネスセンター　　  0120-892-779　平日 ９：００～１７：００

 　経営・税務・法律相談など
くらしと経営の相談所（かぎんグループ（株）鹿児島地域経済研究所）
tel.099-223-5299　平日 ９：００～１７：００

お問い合わせ窓口

かぎんATMサービスセンター

かぎん　 バンクセンター

（平成23年11月30日現在）

株式会社
〒892-0828 鹿児島市金生町６番６号
TEL 099（225）3111

表紙：みなと大通り公園（鹿児島市）



＊ ごあいさつ
平素は格別のお引き立てを賜わり誠にありがたく
厚く御礼申しあげます。
わが国の経済は、本年３月の東日本大震災の影
響により輸出や生産活動が低下したものの、ここ
にきてサプライチェーン等の立て直しもあり改善の
兆しもみえてまいりました。地元経済においては、生
産活動や雇用情勢が低調に推移するなど全体と
しては厳しい状況が続くなか、九州新幹線全線開
業効果により観光関連が好調となり、個人消費も
持ち直しの動きがみられました。
このような経営環境のなかで、当中間期も本報告
書記載のとおりの業績をおさめることができました。
これもひとえに皆様方のあたたかいご支援の賜物
と心から感謝申しあげます。
当期は現在推進しております「第4次経営戦略
計画」の仕上げの年であります。銀行をとりまく経
営環境は、さらに厳しさを増していくと思われます
が、今後とも皆様方のご期待にお応えできるよう、
創意と努力を尽くして業績の向上に努める所存で
ございます。何とぞ倍旧のご支援とご指導を賜わり
ますようお願い申しあげます。

　平成23年12月

＊ 金融経済環境
当上半期のわが国経済は、東日本大震災の影響により輸

出や生産活動は低下したものの、期後半はサプライチェーンの

立て直しで持ち直しの動きがみられました。この間、雇用・所得

環境は回復に向けた動きに足踏みがみられ、厳しい状況が続き

ました。個人消費は震災後の自粛ムードによる弱い動きから

徐々に上向きました。投資面では公共投資は総じて低調な推

移が続き、住宅投資は震災の影響を受けたものの、住宅エコポ

イントなどの経済政策効果が下支えしました。このような状況の

もと、日経平均株価は9,500円前後で推移した後、対米ドル円

レートで80円割れが定着した円高や欧州の債務問題、世界景

気の先行き懸念などから9月下旬に8,400円を割り込むなど、

軟調な推移となりました。また、消費者物価は前年比で下落が

続きました。

地元経済におきましては、生産活動が弱含み、雇用情勢も

低調に推移するなど、全体として厳しい状況が続いているもの

の、九州新幹線全線開業効果により観光関連が好調となり、

個人消費も持ち直しの動きがみられました。

生産面では、電子部品関連は懸念された原材料調達が震

災前の水準に戻った一方、円高の影響や競争激化で受注の

動きは弱く、食料品関連は焼酎の生産・出荷ともに前年割れが

続きました。

畜産関連では、肉用牛（和牛）の枝肉相場は低調に推移し、

豚肉・ブロイラー・鶏卵相場は底堅く推移しました。建設関連で

は、新設住宅着工戸数、民間建設工事は一部に改善の動きが

みられた一方、公共工事は低調な動きになりました。

個人消費関連では、新車（乗用車・軽自動車）販売は期前半

の震災による自動車メーカーの供給不足や昨年のエコカー補

助金制度による反動減で前年を下回ったものの、大型小売店

（百貨店・スーパー）販売は堅調に推移し、前年を上回りました。

観光関連では、九州新幹線全線開業効果により、主要ホテ

ルの宿泊客数、主要施設の利用・入場者数は好調に推移しま

した。

＊
企
業
理
念
＊

健全経営
健全経営を堅持し、信
頼される企業となる。

地域貢献
地域とともに歩み、地域
社会の発展に貢献する。

顧客志向
お客様のニーズに応え、
お客様の満足を高める。

企業活力
自由闊達で創造性に
満ちた企業風土を築く。
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